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令和2年度第2回千葉市青少年センター運営審議会
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令和3年度運営方針及び重点目標について

令和3年度事業計画（案）について

令和2年度ゆめチャレンジについて（報告）

その他
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千葉市青少年センター運営審議会委員名簿L

令和3年1月1日現在

任期令和元年12月1日から

令和3年11月30日まで

’

NO 氏 名 所属及び役職名 性別 備考

1 黒川雅子 学識経験者 女

2 池田早苗 南部青少年センター利用者代表 女

3 坂本美代子 千葉市子ども会育成連絡会研修部員 女

4 西田弘美
千葉市青少年相談員連絡協議会

会計監査
女

5 田上広美 千葉市PTA連絡協議会副会長 女

6 ■
グ
、
＄

山口 誠
千葉市青少年育成委員会会長会 ′

会計監査
男

7 立石賀H‘ 公益社団法人千葉青年会議所理事長 男

8 渡邊浩幸
千葉市小中学校長学校運営協議会代表

(蘇我小学校校長）

1

1

男

9 迎 浩二
千葉市小中学校長学校運営協議会代表

(蘇我中学校校長）
男

10 遠藤明男
千葉市立高等学校代表

(千葉高等学校校長）
男
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令和2年度

千葉市青少年センタ

第2回

運営審議会ー

資 料

千葉市南部青少年センター



1 南部青少年センターの概要

（1）施設の特徴

千葉市青少年センター設置管理条例に基づき、 「青少年の健全育成と教養の向

上に資する」 ことを目的として昭和48年11月の開設以来、青少年が

主体的に活動できる場や機会の提供に努めてきた。

年間延べ4万人以上の青少年等に利用され、青少年の教養の向上と仲間

づくりの場として、また地域の自治・社会福祉活動の場として幅広く活用

されている。

今後、生涯学習活動の拠点施設として、幅広い世代を対象とした市民

相互のふれあいによる学習活動を通して、新たな可能性と価値を生み出す地域

づくりを目指すため、多様な学習ニーズを把握しvこれに基づく事業を展開して

いく。 さらに学習成果の発表と異世代交流の場や機会を積極的に提供し、次代を

担う青少年が夢と希望をもち、心身ともに健全に成長していくことを支援してい

く。

（2）施設概要

‐1‐

開設年月日 昭和48年11月5日

所在地 千葉市中央区白旗1丁目3番16号
／

施 設
敷地面積2,973.37㎡延床面積3,501.92㎡

鉄筋コンクリート3階建塔屋2階建駐車場33台

1 階 管理事務室（114㎡） ・ホール（360㎡） ・ラウンジ（224㎡）

2 階 料理実習室（117㎡） ・講習室（117㎡） ・会議室（61㎡）

3 階
録音室（66㎡） ・視聴覚室（131㎡） ・美術実習室（131㎡） ・和室(79㎡）

レッスン室3室（28㎡）

塔 屋 1階．空調機械室 2階電気室
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2令和3年度施設運営方針について

（1）南部青少年センターの担うべき機能

①青少年センターは、公民館をはじめとする千葉市の生涯学習施設とともに、

次代を担う青少年の健全育成を積極的に図っていく。

②具体的な事業展開としては、 「ものづくり体験の提供」 「自己表現力向上の

ための発表機会の創出」 「仲間づくりのための場の提供」 という3点を柱とし

ていくとともに、幅広い世代が交流できる場や機会を設けることにより、青少

年が夢と希望をもち、心身ともに健全に成長していくことを支援していく。

③千葉市青少年センター運営審議会での意見を踏まえながら、新しい時代を切

・ り拓く生涯学習施設のひとつとして、大きな成果が果たせるように運営改善を

図っていく。

－2‐



(2） 施設運営の重点目標

‐3‐

（1）社会の変化や青少年のニーズに応える創意工夫に満ちた事業の企画と実践に努

めるとともに、青少年センターに求められる施設機能の充実に向け、効果的な事

業展開を進める。

①セルフモニタリング等により利用者ニーズを的確に把握し、事業内容や実施方法の

積極的な見直しを行う。
、

②異年齢集団による活動や異世代の交流活動を支援し、青少年の健全育成を図る。

③青少年・市民等の生涯学習活動の成果発表の場や機会を積極的に提供する。

④優れた講師の活用とサークル活動の支援と育成を図る。

⑤青少年育成に係る他機関やNPO等の市民団体と連携した事業の企画．実践により、

事業の質的向上を図る。

⑥青少年の健全な育成を図り、教養の向上に資することを目的に設置された青少年セン

ターとして、小学校の学習支援や、施設の特徴を生かした講座を実施する。

⑦社会福祉協議会、 自治会、子ども会、ボランティア団体など地域の各種団体との連携

を強化し、地域住民の利用促進を図るとともに、地域に開かれた事業を展開する。

⑧みやこ図書館白旗分館と白旗エリア子どもルームとの連携を強化し、複合施設として

の利点が活かせるよう各種事業の工夫改善を図る。

（2）学習情報の効果的な提供に努める。

①広報活動の推進と方法の工夫により、積極的な情報発信を図る。

②他機関や団体との連携の強化による学習情報の収集、活用、提供に努める。

（3）施設・設備の整備と特色ある施設の一層の有効活用を図る。

①施設・設備の保守及び管理の徹底、迅速適切な修繕により、不具合や事故を防止する。

②青少年や市民等の生涯学習活動の成果発表の場として施設・設備が有効活用されるよ

うに利用者の立場に立った施設整備に努めるとともに利用者サービスの向上を図る。

③利用者への利用技術の伝達や安全指導の徹底を図る。

④新型コロナウイルス感染防止に努め、適切に対処する。

（4）災害時における利用者の安全を第一に、防災計画の強化を図る。

①各種保守点検を確実に実施し、改善が必要な事項には適切に対処する。

②防災計画や災害発生時の対応マニュアルに基づく避難誘導訓練を適切に実施し、災害

時における利用者の安全を確保できるようにする。

③避難所運営委員会と連携し、避難所としての機能を高める。



3令和3年度事業計画

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業･*は新規事業

（1） 在学青少年対象事業講座

'

I

－4‐

事業

名
NO 講 座 名 開催日 募集定員

ときめき

サタディ

1

2

3

・ 4

5

6

7

8

9

■企業との連携講座（千葉県ヤクルト販売㈱）
－親子でおいしくておなかが喜ぶデザートづくり－

■他機関との連携講座 （千葉工業高等学校）
ご高校生と一緒に作る科学工作講座一

■ボランティアとの連携講座（ヘルスメイト）

－親子でおいしいパンとピザ作り一

■企業との連携講座（東京ガス㈱千葉支社）
夏休み科学講座
一ガス管で万華鏡づくり－

ねんどとLEDですてきなランプを作ろう

楽しい将棋入門

楽しく体験1小学生茶道教室

親子で太巻き寿司をつくろう

ひな祭りのケーキづくり

6月5日

6月26日

7月3日

8月17日

8月21日

10月

9． 16日

11月6日

12月18日

2月26日

10組

20人

10組

20人

20人

20人

20人

10組

20人

サマーチ

ヤレンジ

1

2

3

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作A(小学1年～2年）

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作B (小学3年～4年）

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会

工作C(小学5年～6年）

7月

28．29日

7月

29．30日

7月

28．30日

20人

,20人

20人
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(2） 青少年・一般対象事業講座

〆

(3） 学習支援講座

－5‐
I

事業
名
N○ 講 座 名 開催日 募集定員

わくわく

カレッジ

1

2

3

1

4

5

6

7

春のヨーガ入門

英会話入門

秋のヨーガ入門 ．
、

ブリザーブドフラワーを使った
フラワーアレンジメント

＊洋菓子づくり入門

ビオラのハンギングバスケットづくり

■他機関との連携講座（男女共同参画センター）

＊子育て支援講座

5月15．22･

29日

7月10°

17日

9月11 ･

18．．25日

10月2日

10月23日

11月20日

2月5日

又は19日

6人

12人

12人

20人

12人

20人

20人

ゆめチャレンジ センター利用団体の成果発表会
ホール

ラウンジ

1月

29．30日
~〒一

1 ．

舞台照明・音響
講習会

ホールの照明・音響設備の操作
講習

ホール

講習室

5月・ 9月

その他随時
各4．0人

事業名 講座 名 開催日 募集定員

学習支援

■千葉市国際交流協会との連携講座

キッズ・イングリッシュ

－小学2年生のための英語入門一

前期：3回

6/12～26

後期：3回

11/27～12/11

各12人



センター維持管理予定

1)施設修繕

施設修繕については、施設等の老朽化に伴い下記の修繕を予定している。

①ロールフィルター交換

②消防用設備修繕

2）施設維持管理委託

施設維持管理委託については､施設の維持管理と-コストの削減を図るため、

下記外部委託を予定している。

①施設管理業務（冷暖房・清掃・夜間受付他）

②機械警備（夜間・休館日の機械警備）

③自家用電気工作物保守（法定一高圧電気設備の保安業務）

④消防用設備保守点検（法定）

⑤館内消毒（法定一害虫調査・駆除業務）

⑥空調冷凍機保守点検（法定一冷房機械の保守点検業務）

⑦特殊建築設備定期点検（法定一設備と建物）

⑧非常放送設備保守点検（法定一消防用非常放送設備の保守点検業務）

⑨ボイラー分解清掃（法定一暖房用ボイラーの整備）

⑩受水槽・高架水槽清掃業務（法定一飲料水タンクの清掃業務）

⑪舞台吊物装置保守点検（舞台の鍛帳・幕類・照明器具等昇降装置の点検業務）

4

(1）

(2）

⑫一般廃棄物運搬処理（可燃ごみ・資源物収集運搬業務）

⑬産業廃棄物収集運搬処理（ペットボトル他収集運搬処理業務）

⑭機密文書処理

⑮木の枝・刈り草・葉の資源化

その他

）千葉市教職員社会体験の受入

教職10年経験者研修生3日間

l)中学生職場体験受入れ

)）インターンシップ受入れ2名4日間

ｊｊ
２３

5

(1）

１

‐6‐



6令和2年度事業報告について

（1）利用状況

､

R1年度: 1月末時点R2年度: 1月末現在

（2）階層別利用者数

H28年度～R1年度: 3月末時点R2年度: 1月末現在

（3）利用登録者（団体）の状況

H30年度～R1年度:3月末時点R2年度: 1月末現在

‐7‐

区分 場 所 年度 回 数 人 数 小 計

主催事業

館 内

館 外

R1

R2

R1

R2

43回

15回

646人

90人

令和元年度

646人

令和2年度

90人

貸出事業

室・ホール

ラウンジ

R1

R2

R1

R2

3
］ 701回

1 ， 504回

28 フ 671人

5 ， 439人

12 ヌ 985人

1 ， 386人

令和元年度

42 ， 298人

令和2年度

6
， 825人

合 計
令和元年度42， 944人

令和2年度 6， 915人

年度 小学生（幼児含） 中学生 高校生 大学生他･青年 一般 合計

H28 3,641人 4,701人 2,312人 20,302人 15,119人 46,075人

H29 4,531人 6,057人 3,155人 19,386人 15,863人 48,992人

H30 3,745人 6,515人 3,336人 18,762人 17,075人 49,433人

R1 2,605人 7,902人 4,765人 17,704人 13,827人 46,803人

R2 579人 175人 271人 1,923人 3,967人 6,915人

R2階層別

利用割合 8.4％ 2.5％ 3.9％ 27.8％ 57.4％ 100.0％

区 分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

青少年
個 人

団 体

23

40．

25

28

12

]‐ 1

一 般
個 人

団 体

69

、 81

80

79

52

44

教 育 団 体 6 7 4

官公署 団 体 3 2 2

合 計 222 221 125



（4）在学青少年対象事業

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業、 ＊は新規事業

①ときめきサタディ

学年の異なる児童・生徒に体験学習の場を提供し、異年齢の交流を通して在学青少年の健全な育成を

図った。

※ ・ 10月10日に予定していた「楽しい将棋入門」は台風接近のため中止6全1回で開催した。

．取消し線部分の講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

②サマーチャレンジ ■NPO(ちばサイエンスの会） との連携講座

異学 …本験＝
迫

蔓休み期間製芒一彰 の場霊心厚岸物の 、 、

道具の正七ﾚﾕ便↓△霊一一創造字る喜〔峰体験＝二た言

－8‐

NO 令和2年度 講座名 開催日 対 象 募集人数

-圭

■謡峡もり一壱毛由里露骨謂坐

采県峯手葉壬業高等華業
吉-4.万上牛1△ 唾）≠咋乏工21巻丁今帷呈華前方

5男需
呼

‐各9人

-号

星企業と-の連携講座

采手葉県羊多坐↓ﾆﾄ販売柴株縛一
土日一アー丞J･鼬7 ， 1 ノーJ"五』1ふ、ふさ書卜●,－●p1ミー I帷I、

F

閣毛一目 4掌竺保護者 》
．

-3
今

子月-25一目 鍔 -号eﾌム

言4

一
軒 8呉一一目 4学生と保護者 -¥e組

-5 》
》ｎ

》
一
坪
一 8 L8－日一 巽停生 一

‐

6
■千葉市国際交流協会との連携講座

英語で遊ぼう
8月19．20日

小学

1.～2年生
6人

7 楽しい将棋入門 10月17日 小・中学生 6人

-8 楽しく戸体験-些卜学生茶道教室 蛆男署半目
峠

-号e人

等 親一夫巻き霊審塞声ろ‐今 J呈弁26-目 4幸生と保護者 －6組

10

■男女共同参画センターとの連携講座

イライラしないで伝えよう ！

小学生のためのアンガーマネジメント

2月6日
小学1 ． 2年生

小学3～6年生

人
人
０
０

１
１

十兆 ひ牟祭与哩今一参く-り‐
量
》

”
恥
一

-圭塞島

合 計 32人



1

･新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

③学習支援

･新型コロナウイルス感染予防のため、前期中止。

（5）青少年・一般対象事業

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業、 ＊は新規事業

①わくわくカレッジI

青少年や一般市民の生活文化の向上を図るとともに、異世代の交流を通じて仲間づくりを支援

した。

．取消し線部分の講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

－9‐

NO 令和2年度講座名 開催日 対象 募集人数

－主 王作A 子月~2号犀29一目 当岸]--2年生 -シム軍

-2 王作昼 子月－2祭日－3鵠 尖岸3-4年生 =っﾑ竜

号
壬罐 子月-28-犀34目 巽岸5一生 皇ﾗL

合 計 -号響軍

事業名 講 座 名 開催日 募集人員

学習支援
■千葉市国際交流協会との連携講座

キッズ・イングリッシュ

－小学2年生のための英語入門一

前期~器-回

－6丹]壽器目-＝子月一J』謁一

後期： 5回

11月21日～12月19日

-]-圭A意

6人

NO 令和2年度講座名 開催日 回数 募集人数

妾 春の一寿入閂

＃

5a-Js6 23--3今目 -3-回 名尹匡

2 秋のヨーガ入門 9月5． 12． 19日 3回 6人

3 英会話入門 9月26． 10月3日 2回 6人

4
＊プリザーブドフラワーを使ったクリス

マス飾りづくり
10月31日 1回 6人

5

J 心

千契写二斗豊睡ﾕﾏ閂一一こ挑戦＝ J朝子目 剖妄回 5－人

6 ビオラのハンギングバスケットづくり 11月14日 1回 6人

’ 7 *健康講座「認知症予防に向けて」 2月13日 1回 12人

8 舞台照明…鳥明会 5男一号些随時

合計 8回 36人



7ゆめチャレンジの報告

雲↓一般も与國禅零K毒 占竺←に』割垂二一音楽雫凛…活動を七
テ

共代交擁を図吾と桑ﾃに一参期者相基の連携と親睦を關篝月

吾実需員筆組織｣裁昇建全需寿関係の醸瑛を実援弓こるため一参期昼

実施』ﾌた声

璽里-運営に参画』ﾌｪﾖ響一厚＝
寺

鉾H調L等 雲L剴諜一塁催誤お出調L妄
ー

ー

新型コロナウイルス感染症予防のため中止し、市HPにて希望する団体の動画配信を行った。

配信開始日

令和3年2月9日（火）

団体数

4団体

団体名及び発表内容

く演劇＞

空組、ネバーランドミュージカルファクトリー

＜音楽＞

琉球國祭り太鼓千葉支部、蘇我中学校PTAコーラス

1

2

3

、

‐10‐



令和2年度稼働率

ｉ
Ｉ
－
－
Ｉ
ｌ

注4月、5月は､緊急事態宣言発令に伴う休館期間有り。

稼働率は､新型コロナウイルス感染防止に伴う休館､夜間貸出中止､換気困難な各室の貸出中止が無いものとして算出している。

’

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

開館日数 4日 5日 25日 25日 25日 ‐ 24日 27日 23日 24日 23日 ー ー 205日

ホール
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0%

2

2.8％

9

12.9％

6

8.8％

35

45.5％

19

29.7％

3

4.4％

0

0.0%

ー ー

ー

74

10.7％

料理室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0%

0

0.0%

0

0．0%

0

0.0%

0

0.0％

0

・ 0．0%

0

0.0%

0

0.0％

0

0.0％

ー 0

0.0%

講習室
使用コマ数

稼働率(%）

4

5.6％

2

3.1％

26

36.6％

31

43.7％

32

45.7％

48

70.6％

51

66.2％

39

60.9%

36

52.9％

25

38.5％ ■ー 一

294

42.6％

会議室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0％

3

4.3％

4

5.9％

1

1.3％

1

1.6％

7

10.3%

2

3.1％

一 一 18

2.6％

視聴覚室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0％

0

0.0%

4

5.6％

24

34.3％

31

45.6％

41

53.3％

34

53.1％

28

41.2％

19

29.2％

一 181

26.2％

美術室
使用コマ数

稼働率(%）

7

9.9％

0

0.0%

24

33.8％

22

31.0%

29

41.4％

29

42.7％

35

45.5％

28

43.8％

25

36.8％

. 10

15.4％ ー ー

209

30.3％

録音室
使用コマ数

稼働率(%）

・ 0

0.0％

0

0.0%

0

0.0％

12

16.9％

・ 29

41.4％

48

70.6%

63

81.8％

58

90.6％

52

76.5％

30

46.2％

ー 292

42.3％

_和室
使用コマ数

稼働率(%）

3

4.2％

0

0.0%

・ 17

23.9％

17

23.9％

21

_30.0％

28

41.2％

34

44.2％

15

23.4％

18

26.5％

9

13.9％

ー 162

23.5％

レッスンA
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0%

･ 0

0.0%

4

5.6％

26

37.1％

28

41.2％

28

36.4％

33

51.6％

27

39.7％

25

38.5％

171

24.8％

レッスンB
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0％

0

0.0%

4

5.6％

18

25.7％

13

19.1％

19

24.7％

25

39.1％

16

23.5％

、 14

21.5％

109

15.8％

レッスンC
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0％

5

7.0％

19

27.1％

15

22.1％

15

19.5％

19

29.7％

16

23.5％

15

23.1％

104

15.1％

合計
使用コマ数

稼働率(%）

14

1.8％

2

0.3％

67

8.6％

101

‘ 12．9％

210

． 27.3％

250

33.4％

322

38.0％

271

38.5％

228

30.5％

・ 149

20.8%

ー

ー

1614

21.3％


